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注：ND（＜４０）は、４０Bq/kgとして計算。その他可燃物は、５２０Bq/kg（繊維）として計算。
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【比較】品川清掃工
場（23年６月～12月）
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※都内廃棄物と併せて焼却した量

注：ND（＜４０）は ４０Bq/kgとして計算 その他可燃物は ２５０Bq/kg（繊維）として計算
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注：ND（＜４０）は、４０Bq/kgとして計算。その他可燃物は、２５０Bq/kg（繊維）として計算。


